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私
が
８
０
２
０
運
動
に
携
わ

っ
て
17
年
。
三
島
市
８
０
２
０

推
進
員
会
は
平
成
15
年
５
月
に

発
足
。
平
成
27
年
か
ら
会
長
を

引
き
継
ぎ
、
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。
発
足
当
時
は
「
８
０
２

０
運
動
」
の
活
動
を
如
何
に
推

進
し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
、
暗

中
模
索
の
活
動
で
し
た
。
現
在

は
、
活
動
基
盤
も
で
き
、
そ
の

路
線
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
８

０
２
０
運
動
の
目
的
で
あ
る

「
80
歳
に
な
っ
て
も
自
分
の
歯

を
20
本
以
上
保
ち
ま
し
ょ
う
。」

も
厚
生
労
働
省
・
日
本
歯
科
医

師
会
が
平
成
元
年
に
掲
げ
た
50

％
（
当
時
は
７
％
位
）
の
目
標

も
平
成
28
年
に
51
・
２
％
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
私
が
疑
問
を
持
っ

た
の
は
、
８
０
２
０
運
動
の
活

動
を
し
て
い
る
中
で
、
20
本
以

上
の
歯
が
あ
れ
ば
よ
い
の
か
。

20
本
の
歯
が
あ
っ
て
も
、
噛
め

な
い
、
噛
ん
だ
も
の
を
呑
み
込

め
な
い
人
が
多
く
お
ら
れ
る
こ

と
で
す
。

　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
や
婦
人
会
に

呼
ば
れ
た
時
に
「
健
口
体
操
」・

「
唾
液
の
働
き
」
を
講
和
の
中

に
取
り
入
れ
口
腔
機
能
の
大
切

さ
を
知
っ
て
頂
く
よ
う
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

　

最
近
、「
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
」（
歯
と
口
の
機
能
低
下
）

と
い
う
言
葉
を
聞
く
よ
う
に
な

っ
た
と
思
い
ま
す
。
健
康
な
状

態
と
要
介
護
状
態
の
中
間
の
状

態
を
「
フ
レ
イ
ル
」
と
言
い
ま

す
。
こ
の
状
態
に
な
る
と
、
ほ

と
ん
ど
の
人
に
口
や
歯
の
衰
え

が
生
じ
て
き
ま
す
。

　

静
岡
県
の
健
康
寿
命
は
全
国

で
２
位
。
男
性
72
・
15
歳
、
女

性
75
・
43
歳
、
男
女
計
73
・
82

歳
。
ト
ッ
プ
の
山
梨
県
と
の
差

は
０
・
11
歳
で
す
。

　

日
本
人
の
死
因
の
第
１
位
が

ん
、
第
２
位
心
疾
患
、
第
３
位

老
衰
、
第
４
位
脳
血
管
疾
患
、

第
５
位
の
肺
炎
と
第
７
位
の
誤

嚥
性
肺
炎
を
加
え
る
と
９
・
７

％
に
な
り
第
３
位
の
老
衰
８
・

０
％
を
上
回
り
ま
す
。
口
の
中

は
バ
イ
菌
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

高
齢
者
は
口
の
手
入
れ
を
怠
り

が
ち
で
す
。

　

私
達
推
進
員
は
、
三
島
市
、

三
島
市
歯
科
医
師
会
と
協
力
し

て
、
８
０
２
０
運
動
と
「
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
」
の
予
防
活
動

を
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ク
ラ
ブ
等
に
参
加
し
て
多

く
の
人
に
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ

を
伝
え
健
康
寿
命
を
延
ば
せ
れ

ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

8020推進・静岡県大会

〈大会概要〉
・表　彰
　　8020県民表彰（県知事賞）
　　8020推進財団理事長賞
　　図画・ポスターコンクール最優秀賞
・保健活動発表
・講　演

日　時：令和３年２月21日（日）
　　　　13:00～16:00

会　場：静岡市民文化会館「中ホール」
　　　　（静岡市葵区駿府町2-90）

予告

「
健
康
長
寿
を
願
う
」

静
岡
県
８
０
２
０
推
進
住
民
会
議
委
員

三
島
市
８
０
２
０
推
進
員
会
会
長

本

間

勝

雄
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「
歯
科
衛
生
士
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 
「
歯
科
衛
生
士
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 
「
歯
科
衛
生
士
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？ 

静
岡
県
歯
科
医
師
会 

理
事
　
櫻
井
剛
史 

静
岡
県
歯
科
医
師
会 

理
事
　
櫻
井
剛
史 

口
か
ら
食
べ
る
幸
せ
・
話
す
喜
び

　
「
食
べ
る
・
話
す
・
笑
う
」

こ
と
は
人
の
最
も
根
源
的
な
営

み
で
す
。
歯
科
衛
生
士
は
歯
と

口
の
健
康
管
理
を
通
し
て
全
身

の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
国
家

資
格
の
専
門
職
で
す
。
現
在
、

「
歯
科
衛
生
士
」
の
需
要
は
大

変
高
く
、
２
０
１
８
年
度
の
求

人
倍
率
は
21
倍
で
し
た
。

歯
科
衛
生
士
の
仕
事

　

次
の
３
つ
の
業
務
が
法
律
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
歯
科
予
防
処
置

　

歯
・
口
腔
の
疾
患
を
予
防
す

る
処
置
と
し
て
、「
フ
ッ
素
塗

布
」
等
の
薬
物
塗
布
、
歯
垢
や

歯
石
な
ど
、
口
腔
内
の
汚
れ
を

専
門
的
に
除
去
す
る
「
機
械
的

歯
面
清
掃
」
な
ど
、
予
防
的
な

医
療
技
術
が
あ
り
、
歯
科
衛
生

士
は
こ
の
よ
う
な
歯
科
予
防
の

専
門
家
で
す
。

②
歯
科
診
療
の
補
助

　

歯
科
診
療
補
助
の
範
囲
は
多

岐
に
わ
た
り
、
歯
科
診
療
を
円

滑
に
行
う
た
め
に
大
切
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

③
歯
科
保
健
指
導

　

歯
科
保
健
指
導
は
幼
児
期
か

ら
高
齢
期
ま
で
の
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
お
い
て
、
ま
た
、
健
康

な
人
、
病
気
や
障
害
の
あ
る
人

な
ど
、
す
べ
て
の
人
に
必
要
な

支
援
で
す
。
ま
た
、
要
介
護
者

（
児
）
へ
の
訪
問
口
腔
ケ
ア
も

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
食
支
援
、
口
腔
機
能
訓
練

な
ど
も
新
た
な
歯
科
保
健
指
導

の
分
野
で
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

口
腔
と
全
身
と
の
か
か
わ
り

　

近
年
、
お
口
の
健
康
が
体
の

病
気
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る

と
い
う
事
が
様
々
な
研
究
か
ら

わ
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
病
気
を
予
防
す
る
一
助
と

し
て
歯
科
衛
生
士
は
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

『
糖
尿
病
と
歯
周
病
』

　

歯
周
病
と
糖
尿
病
は
相
互
関

係
を
認
め
ま
す
。
歯
周
病
は
糖

尿
病
の
第
６
番
目
の
合
併
症
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

『
が
ん
治
療
と
歯
周
病
』

　

薬
物
療
法
（
抗
が
ん
剤
）
や

放
射
線
治
療
で
は
お
口
の
中
に

副
作
用
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
手
術
の
前
に
歯
科

に
か
か
る
事
に
よ
り
、
予
後
が

良
く
な
る
こ
と
も
わ
か
っ
て
お

り
、
最
近
で
は
多
く
の
病
院
で

手
術
前
の
歯
科
受
診
を
勧
め
て

い
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

『
心
臓
病
と
歯
周
病
』

　

歯
周
病
菌
が
心
臓
に
入
り
、

細
菌
性
心
内
膜
炎
を
引
き
起
こ

し
た
り
、
動
脈
内
に
プ
ラ
ー
ク

（
細
菌
塊
）
を
作
っ
た
り
し
て
、

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

『
誤
嚥
性
肺
炎
と
歯
周
病
』

　

唾
液
中
の
歯
周
病
菌
が
気
管

に
入
り
、
肺
炎
を
起
こ
し
ま
す
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

『
認
知
症
と
歯
の
関
係
』

　

歯
が
ほ
と
ん
ど
な
く
義
歯
を

使
用
し
て
い
な
い
人
、
あ
ま
り

噛
め
な
い
人
、
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
の
な
い
人
は
認
知
症
発

症
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。
特

に
歯
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
義

歯
を
使
用
し
て
い
な
い
人
は
20

本
以
上
歯
が
残
っ
て
い
る
人
の

約
２
倍
、
認
知
症
の
発
症
リ
ス

ク
が
高
い
事
が
わ
か
り
ま
し
た
。

＊

＊

＊

＊

＊

＊

『
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
（
Ｃ
Ｏ

Ｐ
Ｄ
）
と
歯
周
病
』

　

歯
ぐ
き
が
健
康
な
人
や
歯
周

病
が
軽
度
な
人
に
比
べ
、
歯
周

病
が
重
度
な
人
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
を

５
年
以
内
に
発
症
す
る
割
合
が

３
・
５
倍
も
高
く
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ

患
者
の
約
４
人
に
１
人
は
中
等

度
以
上
の
歯
周
病
が
原
因
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。
と
い
う
研

究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
の
魅
力

①
多
様
な
働
く
場
が
あ
り
ま
す
。

　

歯
科
衛
生
士
の
勤
務
先
と

し
て
最
も
多
い
の
は
歯
科
診
療

所
で
す
。
次
い
で
病
院
・
市
町

村
・
介
護
保
険
施
設
の
順
に
多

く
、
求
人
の
数
だ
け
選
択
肢
が

あ
る
た
め
、
自
分
に
合
っ
た
条

件
の
勤
務
先
を
選
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
全
国
ど
こ
で
も
働
け
ま
す
。

　

職
業
に
よ
っ
て
は
、
結
婚
等

で
転
居
す
る
場
合
、
通
勤
が
困

難
に
な
り
辞
め
ざ
る
を
得
な
く

な
っ
た
り
、
同
じ
職
種
で
の
転

職
先
を
見
つ
け
に
く
か
っ
た
り

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
歯
科
衛
生
士
で
あ
れ

ば
日
本
全
国
約
６
万
８
千
も
の

歯
科
診
療
所
が
あ
る
た
め
、
転

居
先
で
も
仕
事
を
探
す
こ
と
が

で
き
、
環
境
の
変
化
が
あ
っ
て

も
長
く
仕
事
を
続
け
ら
れ
る
点

は
、
歯
科
衛
生
士
の
強
味
の
一

つ
で
す
。

③
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
も
充
実

　

歯
科
衛
生
士
は
一
般
的
に
夜

勤
が
な
く
、
急
患
が
入
る
と
残

業
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

勤
務
時
間
が
安
定
し
て
い
る
の

で
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
予
定
を
立

て
や
す
い
職
業
と
い
え
ま
す
。

④
結
婚
・
出
産
後
も
続
け
ら
れ

ま
す
。

　

歯
科
衛
生
士
が
女
性
に
人
気

な
職
業
で
あ
る
理
由
の
一
つ
と

し
て
復
職
の
し
や
す
さ
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
結
婚
・
出
産
で
一

度
離
職
し
、
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ

た
と
し
て
も
、
復
職
支
援
を
受

け
る
事
が
で
き
ま
す
。
現
在
、

歯
科
衛
生
士
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
る
方
の
半
分
は
非
常
勤
と

し
て
働
き
、
家
庭
や
育
児
、
介
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護
等
と
仕
事
を
両
立
し
て
い
ま

す
。
歯
科
衛
生
士
は
自
分
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
一

生
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
職
業

で
す
。

⑤
歯
科
衛
生
士
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
・
国
家
資
格
で
あ
り
一
生
続
け

ら
れ
る
。

・
専
門
性
の
高
い
仕
事
で
あ
る
。

・
人
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
。

・
人
に
直
接
関
わ
れ
る
・
手
助

け
で
き
る
。

・
人
の
命
や
健
康
を
守
る
仕
事

で
あ
る
。

・
転
職
・
就
職
に
困
ら
な
い
。

・
収
入
が
安
定
し
て
い
る
。

と
多
く
の
歯
科
衛
生
士
が
、
や

り
が
い
が
あ
る
と
回
答
し
ま
し

た
。

⑥
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指
せ

る
。

　

近
年
、「
障
が
い
者
歯
科
」「
老

年
歯
科
」「
在
宅
療
養
」
な
ど
、

専
門
分
野
に
お
け
る
口
腔
健
康

管
理
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
各
専
門
分
野
に
貢
献
で

き
る
よ
う
に
各
種
研
修
が
実
施

さ
れ
、
高
度
な
業
務
実
践
の
知

識
・
技
能
の
習
得
が
で
き
、
歯

科
衛
生
士
と
し
て
の
活
躍
の
場

が
広
が
り
ま
す
。

歯
科
衛
生
士
へ
の
期
待

　

お
口
と
全
身
疾
患
に
は
深
い

関
わ
り
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
疾

病
予
防
や
人
と
し
て
の
幸
せ
や

喜
び
を
維
持
増
進
す
る
た
め
に

歯
科
衛
生
士
は
活
躍
し
て
い
ま

す
。

　

活
躍
の
場
は
市
町
村
で
の
妊

産
婦
健
診
、１
歳
６
カ
月
健
診
・

３
歳
児
健
診
等
で
の
口
腔
衛
生

指
導
か
ら
、
急
性
期
病
棟
で
の

Ｖ
Ａ
Ｐ
（
人
工
呼
吸
器
関
連
肺

炎
）
予
防
、
回
復
期
病
棟
で
の

口
腔
衛
生
管
理
、
さ
ら
に
は
在

宅
で
の
訪
問
口
腔
衛
生
指
導
ま

で
と
、
ま
さ
に
「
マ
イ
ナ
ス
０

才
か
ら
終
末
期
」
ま
で
多
岐
に

わ
た
り
、
今
後
は
更
に
、
歯
科

衛
生
士
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
近
年
で
は
法
改
正
も
あ

り
、
男
性
も
歯
科
衛
生
士
と
し

て
働
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

専
門
学
校
の
中
に
は
男
性
の

学
生
が
入
り
や
す
い
環
境
作
り

を
し
て
い
る
所
も
あ
る
よ
う
な

の
で
、
今
後
、
男
性
歯
科
衛
生

士
の
活
躍
の
場
も
増
え
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

〔
参
考
〕

　

日
本
歯
科
衛
生
士
会
Ｈ
Ｐ



 8020  推 進 員 だ よ り 2020. 3

発行：静岡県8020推進住民会議 
　　　事務局　静岡県歯科医師会 
〒422－8006　静岡市駿河区曲金3－3－10 
TEL〈054〉283－2591 
編集：8020運動推進本部 

推進員だより 

はち まる にい まる 

第37号 第 37号 

8020県民表彰（10名）　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
【県知事賞】増田金次（焼津市）

諏訪部春江（伊東市）、角ヶ谷和夫（函南町）、井畑穣二（三島市）

杉村美代子（清水町）、瀧澤　博（富士市）、坪井　浩（静岡市清水区）

鈴木榮一（藤枝市）、井谷又二（袋井市）、平野新太郎（浜松市中区）

8020推進財団理事長賞（10名）
原　優（伊豆の国市）、土屋いま江（三島市）、矢後忠芳（小山町）

山田昭朗（沼津市）、秋山正東（富士市）、佐野紘司（富士宮市）

小林久夫（静岡市駿河区）、松本全夫（島田市）、横山眞一（牧之原市）

池知正章（湖西市）

歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール「最優秀賞」（5名）
幼稚園・保育園の部：杉山愛美里（藤枝東幼稚園　年長）

小学校低学年の部：叢　宇汐 （富士市天間小学校　３年）

小学校高学年の部：長谷川　環（静岡大学教育学部附属浜松小学校　４年）

中 学 校 の 部：猪原奈緒美（袋井市立浅羽中学校　２年）

特別支援学校の部：田中照美
　　　　　　　　　（静岡市立清水有度第一小学校・特別支援学級　４年）

歯・口の健康啓発標語コンクール最優秀賞（1名）
杉山彩菜（清水町立清水中学校　１年）

「8020推進・静岡県大会2019 in 裾野」表彰者の皆様
（令和元年11月17日 開催）


